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班

班

班

観　　点

走る目的（要素）に着目した
課題設定と仮説立て

6～7時間目

仮説検証に対する
アプローチ方法
8～9時間目

得られたデータの分析と
意識の変容に対する考察

10～13時間目

検証結果から得られた
走る目的（要素）の提案

14時間目

仮説の設定 実験計画の立案 考察 発表（提案）

A
（8～9点）

1～5限目までで得られた感覚（脳・身
体・精神）を基に着目したい要素を決定
している。
加えて、要素と関連付けて仮説を立てて
いる。

科学的根拠に基づいており、複数のデー
タを用いて、客観的に評価できるような
アプローチ方法を考案し、実践してい
る。

探究的な活動を通して、得られた複数の
データを根拠に分析している。さらに、
仮説の真偽について考察し、運動を継続
して楽しむための関わり方を見付けてい
る。

表現方法を工夫して、自他共に認める目
的（要素）の提案をしている。

S
（10点）

1～5限目までで得られた感覚（脳・身
体・精神）を基に着目したい要素を決定
している。加えて、複数の要素を関連付
けて仮説を立てている。

科学的根拠に基づいており、複数のデー
タを用いて、多面的かつ客観的に評価で
きるようなアプローチ方法を考案し、実
践している。

探究的な活動を通して、得られた複数の
データを根拠に多面的に分析している。
さらに、仮説の真偽について考察し、運
動を継続して楽しむための関わり方を見
付けている。

表現方法を工夫して聞き手の状況を確認
しながら、自他共に認める目的（要素）
の提案をしている。

C
（1～4点）

着目したい要素を決定する際、過去の授
業と繋がっておらず、仮説立ても不十分
で課題が残る。

科学的根拠に基づいておらず、客観的に
評価することができない。アプローチ方
法の考案に課題が残る。

探究的な活動を通して、得られたデータ
の分析と仮説の真偽における考察に課題
が残る。

目的（要素）の提案に課題が残る。

B
（5～7点）

着目したい要素を決定し、それを基に仮
説を立てている。

科学的根拠に基づいており、データを用
いて、客観的に評価できるようなアプ
ローチ方法を考案し、実践している。

探究的な活動を通して、得られたデータ
を分析している。また、仮説の真偽につ
いて考察し、運動を継続して楽しむため
の関わり方を見付けている。

自他共に認める目的（要素）の提案をし
ている。
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